
452 日蝕観測について　（中村要）奮，東京天文台

調べを忘れてはならない．

　日蝕當日の事は後廻しミして，乾板の成果其のものについて少しつけ加

へておきtい．使用した乾板には特別製のものはなく，普通の商品乾板し

か手に入らなかつナこのであるが，其れでも敷年前に比し幾種もの新式の乾

板，特に高速度のものが手に入つナこ．乾板を選繹するにやNもすれば保守

的になり易いものであって，新しい種類のものには躊躇し勝ちであるが，

撮影乾板こ種類ミを調べて見るミ，比較的良い種板の殆んS全部が新しい

高速乾板であった事は注意すべき事である．若し20年前に今度の様な雲

に妨げられた日蝕に出車つたなれば，美しい日蝕の爲眞は多分得られなか

つナこに相違ない．少なくミも乾板の改良によって我々は二十年前に比して，

日蝕其のものx時間を2－3倍に引延し得ただけの敷果があったのである．

高速乾板は銀粒が荒いミいふ訣黙はあるが，用途によっては差支へなき事

である．（最近の雑誌によるεフィリピン島の英國の観測隊では僅かのシ

ラスを通しても赤外線乾板では其の害を受けなかつナこそうである．京都隊

の使つナこ全色乾板も可なり雲に打勝って居る．）

　　　　　　　　　　　　　鶴東京天文蔓

　　　　　　　五十鈴釧の功績を昔語りに持て齢された礒骸

　慶嘘の如き麻布飯倉の蕉東京天文蔓は新天文塁が三鷹村に建設されてか

ら殆曹不用ミなり帝大及文部當局者はこれの虚分に就て種々研究を重ねた

が目下殆さ持餓しの状態にあり驕係者も困り果てx居る現在東京天文室は

僅かに帝大理學部天文科生徒七八名の實験観測所Sして使用するに過ぎす

壁は落ち天井は破れ灘草は伸びるにまかせて訪れる者をして一種の怪奇的

感情を起さしむる程荒慶して居るが岡天文壼は海軍観象壷から内務省地理

局εなり明治二十一ギに帝大理學部星學教室ミなつて過去五十年以上の歴

史を持つ實に我國天文學獲詳の地こ言へる右につき帝大理學部及び螢μ課・

を訪へば語る

　　庶布の東京天文皇はラヂオ，建物，悪室氣等の障害を受けて最早天醒

　観測が困難である上本校ε遠く離れてゐるので學生の授業にも不仮で早

　晩適當の方法を溝じtい考へですが繰延で其のま・こなつて居りますあ

　の敷地を費れば六七十萬圓は浮ぶでせうがねえ云々。（或る新聞より）


